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PAC とは？ 

 公務員、教員をめざす学生を支援するために本学で開発されたプログラムです。 

ＰＡＣ（＝Program for Advanced Career）は「発展職業プログラム」の略で特定の分野の

職業につくための支援プログラムですが、特に公務員試験のための学習サポートをします。

難関な試験に合格し夢をかなえるためにも受講して実力をつけましょう。 

      

          

 

 

      

 

PACの特徴 
 

１．カリキュラム全体で 公務員試験対策 600 時間以上の講座が受けられ、基

礎から専門試験への学習ができます。 
 

２．公務員をめざす人に試験対応の 勉学相談サポート があります。 

ＰＡＣ支援室、学習室を自由に利用できます。 

 

３．プログラムは１年生からスタートしますが、課外講座は２年生まで     

受講料無料です。 

３年生からは専門業者や外部講師による専門の対策講座（有料）があります。  

※各講座において、別途テキスト代等が必要な場合があります。 

４．カリキュラムのうち正課科目は履修申請が、課外科目は専用の申請が必要です。 

 

課外科目の申請については、学生ポータルのアンケート 

（2024年度 PAC課外科目前期受講登録）より行ってください。 

前期の申込期間は ３月２９日（金）～４月４日（木）です。 

必ず期限内にアンケートの回答を行ってください。 

（後期の申請期間は後日案内します。） 
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■ ＰＡＣ支援室・ＰＡＣ学習室について 

 

 ＰＡＣ支援室では、卒業後、主に公務員（教員を除く）になることを目指している学生の

学習支援をしています。本学の学生であれば誰でも利用することができます。支援室には公

務員の専属のスタッフが在室し、相談を受けています。学習上の悩み、計画の立て方など、

なんでもご相談ください。 

また、自由に使うことができるＰＡＣ学習室がありますので、大いに利用してください。 

 

 

◆ＰＡＣ支援室<３号館１Ｆ>  

 

  月～金（10：30～16：30） 
※１ 事務職員は常駐しておりませんので、事務的な相談は 2 号館教務課までお願いします。 

※２ PAC 支援室のある 3 号館 1 階「学びラウンジ」は 9～18 時に利用できます。 

 

 

■ 履修登録や事務手続き等に関するお問い合わせ 

教務課（2号館 1階）Ｔｅｌ：0584-77-3516 
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ＰＡＣ系統図 

１年 

２年 

３年 

４年 

※網掛けは課外講座 

PAC 国語再入門、PAC 数学再入門、PAC 基礎国語、 
PAC 基礎数学 
 

政治学、社会学、経済学、日本国憲法、法学、民法 

社会と公法、公務員総合演習基礎 他 

PAC 公務員学習プログラム、PAC 自然科学、PAC 社会科学

Ⅰ・Ⅱ、PAC 教養国語、PAC 教養英語、PAC 教養数学、 

PAC 県庁・市役所入門 
 

 

行政学、行政法、経済原論、マクロ経済学、財政学、ミクロ経済学 

経済政策、公共政策論、現代公務員論、公務員総合演習Ⅰ、警

察・消防論        他 

公務員基礎講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

公務員総合演習Ⅱ 

PAC 公務員対策講座Ⅰ 

教養講座論文・専門記述 

 

公務員コース 

PAC 公務員対策講座Ⅱ(行政職) 
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PAC 講座について 

 

 主に公務員を目指す学生のためのコースです。 

基礎力をしっかりつけて専門科目の学習へと進みましょう。 

■ 「公務員コース」 

「公務員」は大きく分類すると、「地方公務員」と「国家公務員」に分かれます。 

「地方公務員」には、私たちに身近な市役所職員、広域的な組織である都道府県職員があ

り、それぞれで採用試験が行われます。また、警察官は都道府県単位で、消防士は原則とし

て市町村単位でそれぞれの仕事に特化しての採用試験が行われます。これ以外にも、市役所

や都道府県では、社会福祉士の資格を要件とした福祉職の募集も行われます。 

「国家公務員」は、国家総合職（旧国家Ⅰ種）、国家一般職（旧国家Ⅱ種）のように大学

を卒業した学生であっても、試験区分を分けて採用試験が実施されます。このうち国家総合

職は、全国単位での採用であるのに対し、国家一般職は、原則として東海地区や東海北陸地

区などの地域ブロック単位での採用であることから、転勤の範囲は限られ、地元に近いとこ

ろで勤務することが可能となります。また、専門職として、国税専門官、財務専門官、労働

基準監督官などの採用試験も行われます。 

公務員試験において、地方公務員のうち、警察官や消防士の試験、および市役所の一部で

は、この講座で言う「教養部門」の科目だけの出題ですが、それ以外では「専門部門」の科

目も出題されます。公務員試験のために勉強しなければならないことはたくさんありますが、

このコースでは、１～２年で基礎学力を養成し、３～４年で公務員試験に特化した問題演習

を行うことにより、受験対策を行っていきます。なお福祉職を受験する場合、通常、この講

座の「教養部門」の科目に加え、社会福祉関連の専門科目の対策が必要になります。 
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PAC講座の詳細について 

 

 PAC講座には次ページで示す科目があります。公務員になるための基礎力養成としての教

養部門と専門養成の専門部門です。各段階をきちんと習得することでステップアップしてい

きましょう。１～２年配当の下記１１科目（※）の中から最低６科目を履修し合格すること

が必須です。合格しない場合は、３年次に開講されるＰＡＣ公務員対策講座ⅠのＰＡＣ奨学

生の選考対象者になることができません。（ＰＡＣ公務員対策講座Ⅰは、地方上級など採用

試験の際に専門科目を必要とする学生対象の講座です。） 

 

※ＰＡＣ国語再入門、ＰＡＣ数学再入門、ＰＡＣ基礎国語、ＰＡＣ基礎数学、ＰＡＣ県庁・

市役所入門、ＰＡＣ教養国語、ＰＡＣ教養数学、教養講座数学、ＰＡＣ社会科学Ⅰ（政治・

経済）、ＰＡＣ社会科学Ⅱ（地理・歴史）、ＰＡＣ自然科学（理科） 
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ＰＡＣ公務員コース予定科目一覧表 （網掛け部分は課外講座） 

 

 
種 類 科目名 

授業回数 

(90 分) 

定期試

験 

(60

分) 

授業内容 要 件 

１

年 

教養対策 

PAC 国語再入門★ 

PAC 数学再入門★ 

PAC 基礎国語★ 

PAC 基礎数学★ 

１４ 

１４ 

１４ 

１４ 

１ 

１ 

１ 

１ 

基礎から中級レベル 

●合格基準 

正課科目：「Ｃ」以上 

課外科目：50 点以上 

 

●左の★印のついた11

科目中、最低６科目

を合格しなければ、

３年次開講の「公務

員対策講座Ⅰ｣のＰ

ＡＣ奨学生の選考対

象者になることがで

きません。 

 

●「PAC 公務員学習プ

ログラム」は、70.0%

の出席で合格。 

総合演習 公務員総合演習基礎 １４ １ 演習 

２

年 

職種解説 

面接指導 
PAC 公務員学習プログラム １４ ― 

中級から実践試験対

策 

教養対策 

PAC 教養国語★ 

PAC 県庁・市役所入門★ 

PAC 教養数学★ 

PAC 社会科学Ⅰ★ 

PAC 社会科学Ⅱ★ 

PAC 自然科学（理科）★ 

 

１４ 

１４ 

１４ 

１４ 

１４ 

１４ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

中級から実践試験対

策 

教養講座数学★ １４ １ 

総合演習 公務員総合演習Ⅰ １４ １ 演習 

３

年 

基礎対策 

公務員基礎講座Ⅰ（文章理解） 

公務員基礎講座Ⅱ（数的処理） 

公務員基礎講座Ⅲ（政治） 

１４ 

１４ 

１４ 

１ 

１ 

１ 

基礎から上級レベル 

 

専門対策 

 

PAC 公務員対策講座Ⅰ 

・憲法Ⅰ 

・民法Ⅰ 

・行政法Ⅰ 

・政治学Ⅰ 

・行政学Ⅰ 

・経済学Ⅰ 

・総合演習 

４２ ２ 公務員専門 

専門対策 

 
教養講座論文・専門記述 １４ １ 

基礎６科目 

＋試験対策 

総合演習 公務員総合演習Ⅱ ２９ 1 演習 

４

年 

専門対策直前 

 

PAC 公務員対策講座Ⅱ 

・教養科目 

（数的処理、人文・社会・自然科学） 

・憲法Ⅱ 

・民法Ⅱ 

・行政法Ⅱ 

・ミクロ、マクロ経済学 

・政治学Ⅱ 

・行政学Ⅱ 

・総合演習 

３０ ― 

教養科目４科目 

＋試験対策７科目 

＋総合演習 

 

計  ２３科目 ３５３ ２０   

※３年次からの『PAC公務員対策講座Ⅰ』および『PAC公務員対策講座Ⅱ』は、有料（20,000円）です。ただ

し、所定の条件を満たし、審査に合格することにより、受講料が免除になる制度があります。３年次

生は、２年次終了までの下記 1１科目中（*）、６科目以上の合格者は、PAC 奨学生の申請をするこ

とができます。また、４年次生は、３年次終了時点で『PAC 公務員対策講座Ⅰ』の合格者で、出席率
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70.0％以上の者が、PAC 奨学生の申請をすることができます。なお、奨学生は申請制となっていますの

で、所定の期間に申込をしてください。審査に合格すると、奨学生としての資格を得ることができます。 

なお、「PAC公務員対策講座Ⅱ」のうち、教養科目（10 コマ）のみを受講する場合は、7,000円です。 

 

*PAC 国語再入門、PAC 数学再入門、PAC 基礎国語、PAC 基礎数学、PAC 県庁・市役所入門、PAC 教養

国語、PAC教養数学、教養講座数学、PAC社会科学Ⅰ（政治・経済）、PAC社会科学Ⅱ（地理・歴史）、PAC

自然科学（理科） 
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■ ＰＡＣ講座日程表 

【前期】 

 

 

 

正課 課外

PAC

国語再入門

PAC

数学再入門

PAC

教養国語

PAC

公務員学習プログラム
教養講座数学   PAC社会科学Ⅰ 

有森 俊文 伊藤　美由紀 有森 俊文 LEC 有森 俊文 有森 俊文

前期 前期 前期 前期 前期 前期

金曜４時限 火曜４時限 月曜5時限 水曜4時限 火曜2時限 火曜４時限

14：40～16：10 14：40～16：10 16：20～17：50 14：40～16：10 10：50～12：20 14：40～16：10

4/12 4/9 4/8 4/10 4/9 4/9

4/19 4/16 4/15 4/17 4/16 4/16

4/26 4/23 4/22 4/24 4/23 4/23

5/10 5/7 5/6 5/8 5/7 5/7

5/17 5/14 5/13 5/15 5/14 5/14

5/24 5/21 5/20 5/22 5/21 5/21

5/31 5/28 5/27 5/29 5/28 5/28

6/7 6/4 6/3 6/5 6/4 6/4

6/14 6/11 6/10 6/12 6/11 6/11

6/21 6/18 6/17 6/19 6/18 6/18

6/28 6/25 6/24 6/26 6/25 6/25

7/5 7/2 7/1 7/3 7/2 7/2

7/12 7/9 7/8 7/10 7/9 7/9

7/19 7/16 7/15 7/17 7/16 7/16

7/26 7/23 7/22 7/23 7/23

正課/課外

科目

対象年次 １年 ２年

課外 課外

6回目

担当者

開講期間

曜日講時

時間帯

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

13回目

14回目

15回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

4年

正課 課外 正課 課外

公務員基礎講座Ⅰ
(文章理解・

資料解釈)

PAC

公務員対策講座Ⅰ
公務員総合演習Ⅱ

PAC

公務員対策講座Ⅱ

有森 俊文 LEC 有森 俊文 LEC

前期 通年 通年 前期

金曜3時限 火曜１時限 金曜2時限
月曜・木曜

1・2時限

13：00～14：30 9：10～10：40 10：50～12：20
9：10～10：40

10：50～12：20

4/12 4/9 4/12 4/8

4/19 4/16 4/19 4/11

4/26 4/23 4/26 4/15

5/10 5/7 5/10 4/18

5/17 5/14 5/17 4/22

5/24 5/21 5/24 4/25

5/31 5/28 5/31 5/6

6/7 6/4 6/7 5/9

6/14 6/11 6/14 5/13

6/21 6/18 6/21 5/16

6/28 6/25 6/28 5/20

7/5 7/2 7/5 5/23

7/12 7/9 7/12 5/27

7/19 7/16 7/19 5/30

7/26 7/23 7/26 6/3

14回目

15回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

7回目

正課/課外

科目

担当者

開講期間

曜日講時

6回目

5回目

対象年次 ３年

時間帯

1回目

2回目

3回目

4回目
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【後期】 

 

 

 

正課 正課

PAC　基礎国語 PAC 基礎数学
公務員総合

演習基礎
PAC 教養数学

PAC

社会科学Ⅱ

PAC

自然科学

（理科）

PAC

県庁・市役所入門
公務員総合

演習Ⅰ

有森 俊文 伊藤　美由紀 有森　俊文 有森 俊文 有森 俊文 LEC 有森 俊文 有森 俊文

後期 後期 後期 後期 後期 後期 後期 後期

月曜４時限 金曜４時限 火曜２時限 火曜３時限 火曜4時限 月曜3時限 月曜2時限 金曜3時限

14：40～16：10 14：40～16：10 10：50～12：20 13：00～14：30 14：40～16：10 13：00～14：30 10：50～12：20 13：00～14：30

9/23 9/20 9/24 9/24 9/24 9/23 9/23 9/20

9/30 9/27 10/1 10/1 10/1 9/30 9/30 9/27

10/7 10/4 10/8 10/8 10/8 10/7 10/7 10/4

10/21 10/11 10/15 10/15 10/15 10/21 10/21 10/11

10/28 10/18 10/22 10/22 10/22 10/28 10/28 10/18

11/4 10/25 10/29 10/29 10/29 11/4 11/4 10/25

11/11 11/1 11/5 11/5 11/5 11/11 11/11 11/1

11/18 11/15 11/12 11/12 11/12 11/18 11/18 11/15

11/25 11/22 11/19 11/19 11/19 11/25 11/25 11/22

12/2 11/29 11/26 11/26 11/26 12/2 12/2 11/29

12/9 12/6 12/3 12/3 12/3 12/9 12/9 12/6

12/16 12/13 12/10 12/10 12/10 12/16 12/16 12/13

12/23 12/20 12/17 12/17 12/17 12/23 12/23 12/20

1/6 1/10 1/7 1/7 1/7 1/6 1/6 1/10

1/20 1/24 1/21 1/21 1/21 1/20 1/20 1/24

2年

5回目

6回目

7回目

科目

担当者

開講期間

対象年次 １年

正課/課外

曜日講時

時間帯

1回目

14回目

15回目

10回目

2回目

3回目

4回目

8回目

9回目

課外 課外

11回目

12回目

13回目

正課 課外 正課 正課 課外

公務員基礎講座Ⅱ

（数的処理）

PAC

公務員対策講座Ⅰ

教養講座論文・

専門記述
公務員総合演習Ⅱ

ＰＡC教職

面接対策講座

有森 俊文 LEC 有森 俊文 有森 俊文 服部　哲明

後期 通年 後期 通年 後期

木曜2時限 火曜　1・2時限 金曜１時限 金曜2時限 水曜４時限

10：50～12：20
9：10～10：40

10：50～12：20
9：10～10：40 10：50～12：20 14：40～16：10

9/26 9/24 9/20 9/20 9/25

10/3 10/1 9/27 9/27 10/2

10/10 10/8 10/4 10/4 10/9

10/17 10/15 10/11 10/11 10/16

10/24 10/22 10/18 10/18 10/23

10/31 10/29 10/25 10/25 10/30

11/7 11/5 11/1 11/1 11/6

11/14 11/12 11/15 11/15 11/20

11/21 11/19 11/22 11/22 11/27

11/28 11/26 11/29 11/29 12/4

12/5 12/3 12/6 12/6 12/18

12/12 12/10 12/13 12/13 1/8

12/19 12/17 12/20 12/20 1/15

1/9 1/7 1/10 1/10

1/23 1/21 1/24 1/24

2回目

3回目

4回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

３年

5回目

13回目

14回目

15回目

正課/課外

対象年次

6回目

科目

担当者

開講期間

曜日講時

時間帯

1回目
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PAC定期試験に関する注意事項 

 

１．課外科目の試験について、「正課科目の補講」、または「学校保健安全法施行規則第 19条

に規定された感染症罹患・忌引き・天災または就職試験等」やむを得ないと認められる事

情により、ＰＡＣ講座の後期定期試験を受験できなかった場合については、「追試験申込

期限」までに、教務課へ願い出てください。追試験を所定の日に受験できなかった場合は、

理由如何にかかわらず受験できません。 

 

２．追試験対象者のある場合は、ポータル及び掲示板にて日程をお知らせします。 

 

３．期末試験は、原則として 15 回目の講座にて行います。講座によっては、試験を行わな

い場合もあります。 

 

４．天災等により、日程等が変更となる可能性があります。 


